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未踏⾼高齢社会	
  

急増する後期⾼高齢⼈人⼝口	
  
⼤大都市型⾼高齢化	
  

単⾝身世帯と⾼高齢者世帯急増	
  



 

 

 
 



都道府県別にみた75歳以上⼈人⼝口	
  

2009年4月27日月曜日

2025
年の75
歳以上
人口増
加率
2005=
100

2005年から2025年における
７５歳以上人口増加数

国立社会保障人口問題研究所
都道府県将来人口推計（平成19年12月）

をもとに作成

2009年5月12日火曜日

⾼高橋紘⼠士作成	
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不⾜足する介護付きすまい	
  



⾼高尊厳適正コストサービスの追求を	
  

高尊厳 中尊厳 低（無）尊厳 

高コスト 

中コスト 

低コスト 

これに⾃自⼰己負担のパターンが加わる 　	
  
低⾃自⼰己負担、中⾃自⼰己負担、⾼高⾃自⼰己負担 　その差は社会的負担となる	
  

⾼高橋紘⼠士作成	
  



尊厳ある⽀支援へ	
  

精神病院の療養病床の保護室	
  

特養、病院を
退所させられ
た要介護５の
認知症の⽅方々
でも地域で暮
らせる	
  
⽥田村ソーシャ
ルネット（⼤大
阪市）	
  転載ご遠慮ください	
  



抱樸館下関�
（北九州ホームレス⽀支援機構）	
  



介護保険法の理念に照らした 

生活機能の理解とサービスの役割 

生活機
能 

＝	
  
身体機能×適切なケア×意欲 

社会的・身体的環境阻
害因子 出典：Essential	
  of	
  	
  clinical	
  geriatrics	
   　	
  

備酒伸彦⽒氏の教⽰示による	
  

その有する能力に応じ自立
した日常生活を営むことが
できる 

要介護状態となり 

入浴、排せつ、食事等の介護、機能訓
練並びに看護及び療養上の管理その他
の医療を要する 

尊厳を保持し 

必要な保健医療サービス及び福祉サービスに係る給付 

被保険者の心身の状況、その置かれている環境等に応じて 

現行のサービス体系の再検討の必要 ⾼高橋紘⼠士作成	
  



18UN, World Population Prospects. The 2006 RevisionUN, World Population Prospects. The 2006 Revision
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私の築いてきた⼈人⽣生がある	
  
地域社会の中で⽣生活したい	
   地域の外にある	
  

既存の施設	
  

⼤大規模	
  
集約型	
  

ユニット	
  
施設	
  

通所	
  
宿泊	
  

訪問看護	
  
配 　 　 　⾷食	
  

⼩小規模個室の⽼老老
⼈人ホーム	
  

逆デイサービス	
  

⾃自宅	
  

⼩小規模多機能型	
  
居宅介護	
  

転換	
 

機能分
散	
 

分散	
 

アクティビティの拡大	
 

サテライト型居
住施設	
  

訪問介護	
  
オプション	
 基本	
 

私	
  

友⼈人	
  

グループホーム	
  

居
酒
屋	
 

⼩小⼭山剛⽒氏作成	
  



サポートセンター摂⽥田屋（仮称）	


特別養護⽼老老⼈人ホーム 　２０名	


 　⼩小規模多機能型居宅介護事業	

 　定員２５名・通い１５名・泊まり

６名	


 　カフェテラス＆キッズルーム	
  

★ポイント	
  
⼟土地・建物は全て⺠民間所有	
  
利⽤用者も事業者も賃貸で利⽤用	
  
ハードに対する公的資⾦金金は交付⾦金金	
  
但し低所得者には住宅保障が必要	
  

施設の中も、周辺の地域も両⽅方ケ
アするシステム（Swedenと同じ）	
  

いずれも地域社会の要介護者を⽀支
えるフルタイム・定額サービス	
  



⽣生保対応（緊急⼀一時中間通過型・居住⾯面積3畳個室 　住宅費６９８	
  ）	
  
⽀支援付き居住セーフティネット（⾃自⽴立立援助ホーム・宿泊所） 　単⾝身要介護	
  

24時間⽇日常⽣生活⽀支援・外部社会サービス導⼊入 　 　 　 　	
  

「地域協働型⽀支援付き住宅」	
  
制度化	
  

終の棲家 　居住⾯面積6畳	
  
24時間⽇日常⽣生活⽀支援・	
  
外部社会サービス導⼊入	
  
事務経費補助（⾏行行政⽀支援）	
  

⾼高齢福祉対応	
  
認知症等により、家族が⽀支えられない⾼高齢者や年⾦金金等で⽣生活する単⾝身⾼高齢者	
  

都営住宅、在宅、⾼高専賃、有料ホーム等	
  

家族基盤の弱体化	
  
（認知症等）	
  

重篤化	
  
（認知症等）	
  

新たな社会保障の試み	
  

家族が⽀支えられない⽅方
が地域で暮らし続ける
ことのできる	
  
24時間対応	
  
コーディネート	
  
→「サポートセン

ター」	
  

⽀支援付き住宅の提案	
  

⺠民間住宅ストック	
  
（⼾戸建て、マンション

等）	
  

公営住宅ストック	
  

合流	
  

NPOふるさとの会作成	
  



地域包括ケアシステム	
  

施設と在宅の⼆二分法の克服	
  
ケアが必要でも住みつづけること
のできる地域づくりとすまい	
  



地域包括ケアシステムにおける施設機能の分解と地域化

高橋紘士作成
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⾼高齢者等居住安定化モデル事業への期待	
  

•  ケアリングコミュニティのなかでのすまいの
あり⽅方の再構築	
  

•  Care	
  in	
  place	
  の思想 　施設依存の克服のための
選択肢の拡⼤大	
  

•  共⽣生型すまいづくり、⾼高齢者、障害者、⼦子育
て世帯、単⾝身者が⼀一緒に住めるすまいとまち
ゆ	
  

•  階層化する⾼高齢者居住の問題への対応システ
ム~低所得⽣生活不安定層へのすまいづくり	
  

•  社会関係資本（ソーシャル・キャピタル）を
⽀支えうるすまいづくり	
  

•  既存ストックの⾼高齢化対応のための技術開発	
  


